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1 目的及び位置づけ

沖縄県公共建築物景観形成マニュアル（以下、マニュアル）は、沖縄県±木建築部が所管する公

共建築物の整備において良好な景観形成を図るために、景観形成の考え方や手法を提示し、地域

の特色を活かした施設整備に資するものである。

±木建築部では、　「沖縄県景観形成条例」に規定されている「公共事業等景観形成指針」の内

容をより具体的に手法や方向を解説した「沖縄県公共建築物景観形成技術指針（案）（以下、「技術

指針」（案）という。）」を平成10年10月に策定した。

本マニュアルは、「技術指針」（案）を踏まえ、実務担当者向けに編集したもので、県内公共建築

物事例を引用することによってさまざまな課題の対処が図れるように工夫している。

また、公共建築物の整備にあたっての景観形成は、各市町村の条例や地域ことの景観基本方針

及び地区計画等との連携を図って進められるものであり、本マニュアルは、地域の景観特性など

を尊重し、柔軟に運用されることを期待するものである。

沖縄県景観形成条例の体系における沖縄県公共建築物景観形成マニュアルの位置づけ

沖縄県景観形成

基 本 方 針

沖縄県景観形成条例
（平成7年8月1日施行）

景観形成

モデル地区

沖縄県景観
形成基本方針
（平成7年8月）

大規模行為に関する

景 観 形 成

沖縄県景観形成
モデル地区詳細調査
（浦添景観形成モデル地区）
平成9年3月

大規模行為景観
形成基準

（平成7年8月）

公共建築物景観形成

技術指針（案）
（平成10年10月）

大規模行為景観

形成の手引き

（平成8年3月）

沖縄県公共建築物景観
形成マニュアル

（平成11年3月）

公共業等に関する
景 観 形 成

沖縄県公共事業等景観形成指針

平成7年8月）

沖縄県土木施設景観
形成技術指針（案）※1

（平成 7年 1 0 月）

※1　「沖縄県土木施設景観形成技術指針（案）」については、県景観形成条例の制定作業と平行して作業を
行い、「沖縄県公共事業等景観形成指針」との関係に配慮しつつ、平成7年10月に策定している。
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2 マニュアルのフロー
　本マニュアルでは、本県の公共建築物の概況を把握するため、＜沖縄の公共建築物＞の概要を

基礎編で述べた。これからの基本編では景観形成の目標と；なるく基本的考え方＞、＜メインテーマ、

サブテーマ＞の設定を行うとともに、景観を捉える3つの柱となるく景観の視点＞、公共建築物

のくデザインの基本＞及び景観特性から分類したく環境タイプ＞について整理を行っている。

基 礎 編
沖縄の公共建築物

墓本的な考え方

□地域の顔となるシンボル
　景観づくりを行う。

□周辺環境に配慮した敷地
　を選定する。

□敷地内外の環境に配慮し
　た建築物の配置、空間構
　成とする。

□環境になじみ、住民に愛
　される開放性のある建築
　物とする。

□うるおいとやすらぎのあ
　る修景緑化を行う。

□美しい景観の保持と向上
　のための維持管理を行う。

※景観形成の向上を図るという目標を
達成するためには、それぞれの項目が
相互に連携し総合的に配慮することが
求められる。

基 本 編

南島の自然と文化の息づく

メインテーマ

サブテーマ

公共建築物づくり

※沖縄県が取り
組む公共建築物
の景観づくりの
目標イメージを
表現したもの

環境に活かし、映える

地域に根ざし、広がる

みんなでつくり、育てる

※景観形成の方
針設定や技術的
展開の際の心が
けや判断の視座
となるもの
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　応用編では、基本編をふまえて、実際の環境とどう言周和していくかということを述べている。

具体的にはまず、環境タイプ毎に、環境への配慮、デザインの配慮という表現で整理している。

　また、プロセス指針では、公共建築物の景観形成において、本マニュアルをどう活用するかと

いうことや各整備段階ことに関わる担当者、関係機関の基本的な役割・分担等の考え方を述べて
いる。

応 用 編

環境タイプ指針

環境タイプ

市ま　　郊　　集　　山丘　　海　　歴

地み　外 落　　地陵　斥　　史

景観の視点 概況

※公共建築物の景観を捉えるには、

＜地域＞＜隣接地区＞＜敷地内＞の
3つの視点を持つことが重要となる。 視点

董デザインの基本，
環境への配慮

①位置
②形態
③意匠
④色彩
⑤素材
⑥修景緑化
⑦付帯施設

（車庫・倉庫、供給施設等）

デザインの配慮

（電柱、電線路等）

（外構、駐車場）
（サイン、モニュメント） プロセス指針

環境タイプ

□市街地・まちなみ
□郊外

企画・構想段階

設計段階

施工段階

運営・管理段階

整備段階
ごとの関
係者・関
係機関の
関わり□集落

□山地・丘陵
□海岸
□歴史

※地域の持つイメージや景観特性を
尊重し、良好な景観形成を図るた
め、6つの環境タイプを設定した。

※サブテーマ「みんなでつくり育てる」を
実践する。段階ことにどのように関わって
いくかの概要を整理する。
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3　基本的な考え方

　景観は様々な要素が複合的に組み合わさり構成されている。公共建築物の景観形成において地

域景観の誘導は、重要な役割りの一つである。このため、扱うべき領域も建築物そのものから周

辺環境へと広がりがあり、目標とする景観の姿も施設の性質や周辺環境の状況に対応して多様で
ある。

「基本的考え方」は、この様に多様で複雑な景観の形成の取り組み方針を6つの項目に集約し整

理したものである。よりよい景観を形成していくためにはそれぞれの項目が相互に連携し総合的

に配慮することが重要である。

●地域の顔となるシンボル景観づくりを行う

　公共建築物の多くは役所や文化施設、教育施設、福祉施設等、全ての人々に利用され、その機

能性と共に愛され、親しまれるシンボル的存在であることが望まれる。地域景観資源の活用等建

築の形態意匠を工夫し、地域の顔となる建物づくりを行う。

沖縄の青い海を思わせるうねる大屋根が大空に映え印象深
い施設となっている。
（沖縄コンベンションセンター、宜野湾市）

●周辺地域に配慮した敷地を選定する

　新規に公共建築物を立地させる場合、施設の規模と周辺の自然性や歴史性あるいは眺望など地

域の景観資源との整合を検討するなど、十分な景観評価に基づいて敷地を選定する。

周辺に開かれた敷地の構成となっており、市街地に広がり
と安らぎを提供している
（那覇地方裁判所、那覇市）

狭隆な密集住宅地においても、ゆとりある敷地の確保とと
もに、施設配置の工夫により開放感のある空間が構成されて
いる。
（宜野湾市民図書館、宜野湾市）
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伝統の素材やモチーフにより地域らしさを演出し、形態や

（名護市役所、名護市）
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　定められた敷地において建築物を配置する場合、周辺の土地利用や自然環境さらに前面道路等

● 敷地内外の環境に配慮した建築物の配置、空間構成とする

との調和に配慮した位置とする。

　また、敷地背後に自然植生域や海など優れた景観資源があった場合、隣接境界に空間を確保し、

背後の景観資源へのビスタを確保する。

低層で勾配屋根の建築物が敷地境界の盛土で囲まれ、低く
柔らかな敷地が自然に道路とつながっている。
（宮古厚生園、平良市）

歩道との境界を目立たせず、ゆとりと潤いのある歩道空間
を構成している。

（浦添市立図書館、浦添市）

●環境になじみ、佳罵に愛される開放性のある建築物とする

　景観形成の重要な要素である建築物の規模においては、壁面や屋根の形態意匠などボリューム

とのバランスに配慮する。さらに、材料の選定や色使いなどで周辺環境や空の色になじませる配

慮や、広い玄関や窓、ベランダなどオープンな空間を確保するなど、開放性のある意匠に心がける。

分棟、勾配屋根によりボリューム感を軽減した構成は、違
和感のないまとまりのあるものとなっている。
（県立公文書館、南風原町）

隣接建築物との高さに配慮して中央部を高くし、表情を豊
かにしている。

（県営赤嶺市街地住宅、那覇市）
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●うるおいとやすらぎのある修景緑化を行う

　緑の効果は、暑い日差しから陰をつくって安らぎや潤いを与えたり、寒風を防いだりするとと

もに、季節を感じさせ、また、花や香りの演出、建築物の添景など様々である。建築や周辺環境

との調和に配慮しつつ、より効果の高い修景緑化を行う。

沿道玄関前の小さな空間を修景緑化により雰囲気を醸、し出
している。

（西原町役場、西原町）

ゆっくりと大きく育った緑が、街のオアシスとして深みの
ある空間を構成している。
（那覇市役所、那覇市）

＠蕪しい漿観の保持と樹よのための維持管理讐行う

　建築物は年月とともに落ち着き、なじむ場合と、老朽化や手入れの不備から景観が悪化してい

く場合がある。良好な景観を保つための日常的なチェックや管理、長期プログラムに基づく定期

的な改修、景観不良な場所の向上のための改善等、充実した管理により魅力ある景観の維持を行う。

敷地内の大きく育てた緑とともに常に花を飾り、地域の潤
いの空間となっている。
（宜野湾市役所、宜野湾市）

管理の行き届いた敷地内の大きな緑が落ち着きのある空間
となっている。

（県立南部病院、糸満市）
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4メインテーマ

サブテーマ

　本県は亜熱帯海洋性気候にある島暎からなり、固有の民族と外来の文化が融合する歴史の中で、

独自の風土景観が育まれてきた。

　これらの特性を公共建築物の景観づくりに活かすために、ここではメインテーマ、サブテーマ

を設定し、応用編の「環境タイプ指針」、「プロセス指針」で具体的；な指針として反映させていく

こととする。

南島の自然と文化の息づく公共建築物づくり

　古来沖縄の建築物は、強い

日差しを遮り、涼しい風を呼
び込み、貴重な水を集め、また、

強い台風や冬場の冷たい北風

から人々を守るなど、気象条

件や暮らしの知恵に根ざした

技術やデザインによって形づ

くられ、風土景観を特徴づけ

るものとなっていた。

　また建築景観の中でも、首

里城を頂点に、各間切の番所

や集落毎のムラヤー、アサギ

など公共の建築物は、行政の

拠点、窓口あるいは集会、祭

事の場として、人々の心の拠

り所やコミュティー空間とな

るなど、象徴的な場でもあった。

　これに対し近代建築は、技
術の進歩に伴う素材、生活様式、

嗜好の多様化等により建築物

自体の質の向上や個性の主張
に対する関心の高まりとは逆に、

地域の文化や環境に対する配

慮の欠如が憂慮されている。

　そこで地域の景観をリード

する役割を担う公共建築物は、

その整備にあたり地域の自然

や文化、暮らしの姿を踏まえ、

味わいと潤いのあるものとす

ることを目指しメインテーマ
を設定する。

環境に活かし、映える／地域に根ざし、広がる／みんなでつくり、育てる

○環境に活かし、映える⑱

　地域の景観は、自然、文化、

歴史が人の暮らしを通して現

れる環境の一部である。公共

建築物の景観形成においては、

施設が地域景観の中に馴染み、

映えるよう、地域環境の特徴

を把握し、さらに高め、結果

として施設と環境が相互に影

響しあい良好な景観となるよ
うに整備を行う。

㊨地域に根ざし、広がる⑭

　公共建築物の景観形成の重

要な役割として地域景観の誘

導がある。公共建築物の景観

形成は、単に建築物本体を美
しくデザインすることではなく、

建築物と敷地とでどのような

空間をつくり、敷地際でどの

ように周辺地域へとつながり、

良好な景観を広げていけるか

が重要な課題となる。

⑱みんなでつくり、育てる⑭

公共建築物の景観形成は、う

まく創り出し、育てていくこ

とが重要である。このために1よ

より多くの声や知恵を集め、

地域景観形成に様々なかたち

で取り組んでいく必要がある。
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